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講演題目 

看護教育質保証に向けた取り組みと人材育成・リカレント教育の推進 

研究の目的、成果及び今後の展望 
【研究の目的】 

看護教育の質保証に向けたカリキュラムの検討ならびに教員の教育・研究力向上・看護師のリカレ

ント教育を推進する。 

【成果と今後の展望】 

 平成 30年度カリキュラムを当該卒業年度学生の DP達成度から評価するためにルーブリックを作成

した。また、的確な評価を実施できるように DP の表現等の見直しを行い達成度調査行った。看護学

研究科においては就労との両立をはかる博士後期課程および博士前期課程学生も滞りなく学習でき

るようサポート環境を整え、カリキュラムを遂行した。看護実践教育研究センターでは医療施設等の

ニーズの多い看護管理や看護倫理研修を立ち上げた。従来からの特定行為研修や看護研究研修等を周

知し、参加者の増加に努めてリカレント教育の機会の提供と充実を図った。 

また、教員の研究・教育力の向上に向け、FD 研修や特別講義の活用、若手教員への海外研究発表へ

の支援を行った。 

 なお、予算は看護学部・看護学研究科・看護実践教育研究センターの教育の推進のために、事務作

業を担う学部長/研究科長の秘書雇用、学部教育における学内演習で使用する物品購入にも支出した。 

今後は、学部カリキュラムの多面的評価を実施するための方策を検討していく。これらの評価は令

和４年度カリキュラムに反映させていく予定である。さらに、看護教育質保証には教員の研究・教育

力の向上が必須であること、看護師の質保証には継続教育の一環としてリカレント教育が必要である

ことから、今年度の活動を PDCA を用いながら継続していく。 

 


